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議第４４１４号
相模原都市計画、相模湖津久井都市計画、平塚都市計画、
藤沢都市計画、茅ヶ崎都市計画、厚木都市計画、
伊勢原都市計画、海老名都市計画、座間都市計画、
綾瀬都市計画、大磯都市計画及び愛川都市計画下水道の変更
（相模川流域下水道）

・議案書 24ページ ～ 29ページ
・図面集 13ページ ～ 15ページ

審議事項説明資料②

第244回神奈川県都市計画審議会
令和６年11月13日
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【相模川流域下水道について】

相
模
川→

相模川左岸処理場（柳島水再生センター）
令和4年11月撮影

右岸処理区

左岸処理区

相模川右岸処理場（四之宮水再生センター）
令和4年11月撮影

平塚市

大磯町

茅ヶ崎市

藤沢市

寒川町

愛川町

伊勢原市

厚木市
綾瀬市

海老名市

座間市

相模原市

相 模 川 流 域 下 水 道 の 変 更

凡 例

接続する公共下水道の排水区域

変 更 す る 下 水 管 渠

下 水 管 渠 （ 幹 線 管 渠 ）

そ の 他 の 施 設 （ 処 理 場 ）

行 政 界

寒川平塚幹線

Ｔ

・２つ以上の市町村の区域にわたる広域的な下水道として、

相模川流域内の９市３町の下水を集約処理

Ｔ

昭和４４年：都市計画決定

昭和４８年：相模川右岸処理場供用開始

昭和５２年：相模川左岸処理場供用開始

Ｔ

・この地図・成果は測量法の公共測量に関する規程に基づき、相模原市、平塚市、藤沢市、茅ヶ崎市、厚木市、伊勢原市、海老名市（承認番号令和6年5月10日付け海老名市指令第都計54号）、座間市、綾瀬市、寒川町、大磯町及び愛川町の
承認を得て、同市町所管の都市計画基本図・公共測量成果を複製・使用して調製したものです。
・この図面は、相模原市、平塚市、藤沢市、茅ヶ崎市、厚木市、伊勢原市、海老名市、座間市、綾瀬市、寒川町、大磯町及び愛川町との協議を経て、同市町都市計画決定データを使用して作成したものです。
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凡 例

変 更 す る 下 水 管 渠

下 水 管 渠 （ 幹 線 管 渠 ）

鉄 道

行 政 界

平塚市

寒川町

大磯町

茅ヶ崎市

平塚市

寒川町

茅ヶ崎市

大磯町

藤沢市

伊勢原市

海老名市
厚木市

寒川平塚幹線

相模川右岸処理場

相模川左岸処理場

寒川町役場

平塚市役所

茅ヶ崎市役所

【位置図】

大
磯
平
塚
幹
線

・この地図・成果は測量法の公共測量に関する規程に基づき、平塚市、藤沢市、茅ヶ崎市、伊勢原市、寒川町及び大磯町の承認を得て、同市町所管の都市計画基本図・公共測量成果を複製・使用して調製したものです。
・この図面は、平塚市及び茅ヶ崎市との協議を経て、同市都市計画決定データを使用して作成したものです。

相 模 川 流 域 下 水 道 の 変 更
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藤沢寒川幹線

相模川右岸処理場

凡 例

変 更 す る 下 水 管 渠

下 水 管 渠 （ 幹 線 管 渠 ）

行 政 界

平塚市

【寒川平塚幹線の概要】
【下水処理場のネットワーク化】

・大規模地震等による災害時でも、相模川右岸処理場と相模川左岸幹線をつなぎ

下水を相互融通することにより、下水道が果たすべき機能を継続的に確保

寒川平塚幹線 延長：約1.5km 管径(内径)：2,000mm

寒川町

相
模
川
左
岸
幹
線

・この図面は、平塚市及び寒川町の承認を得て、同市町所管の都市計画基本図・公共測量成果を複製・使用して調製したものです。
・この図面は、平塚市との協議を経て、平塚市都市計画決定データを使用して作成したものです。

相 模 川 流 域 下 水 道 の 変 更
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凡 例

変 更 す る 下 水 管 渠

下 水 管 渠 （ 幹 線 管 渠 ）

行 政 界

【土地利用状況（空中写真）】

寒川平塚幹線 延長：約1.5km 管径(内径)：2,000mm

藤沢寒川幹線

相
模
川
左
岸
幹
線

相模川右岸処理場

平塚市

寒川町

・この図面は、国土地理院撮影の空中写真（令和元年６月）を複製したものです。
・この図面は、平塚市との協議を経て、平塚都市計画決定データを使用して作成したものです。

相 模 川 流 域 下 水 道 の 変 更
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相模湾

大磯平塚幹線

相模川右岸処理場

左岸処理区
計画汚水量
約 56.7万ｍ３/日

処理能力
約 37.3万ｍ３/日

【計画汚水量について】

右岸処理区
計画汚水量
約 33.8万ｍ３/日

相模川左岸処理場

平
塚
幹
線

処理能力
約 53.2万ｍ３/日

茅ヶ崎幹線

寒川平塚幹線（右岸⇔左岸）
常 時 ：約 3.5万ｍ３/日

災害時想定：約 56.7万ｍ３/日

相
模
川
左
岸
幹
線

相
模
川
右
岸
幹
線

出典：相模川流域下水道全体計画

相 模 川 流 域 下 水 道 の 変 更
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■ かながわ都市マスタープラン（令和３年３月）

第５章 部門別都市づくりの方針

２ 社会資本整備の方針

＜施策形成の方針＞

（４）安全・安心な都市づくりに向けた社会資本整備

ケ）災害に強い下水道の整備

〇下水道は、地震や豪雨などによる災害時でも、24時間継続して処理を行い、

人々のくらしを支える重要なインフラです。そのため、耐震化・耐水化による

施設の強靭化を図るとともに、被災時のバックアップ機能を確保するための

ネットワーク化などについて取り組みます。

【上位計画における位置付け】

相 模 川 流 域 下 水 道 の 変 更
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■ 相模川流域別下水道整備総合計画（平成28年３月）

【上位計画における位置付け】

（第３表）中期的な整備方針

（ロ）処理施設別中期整備方針

都市名 処理施設の名称 中期的な整備の目標

寒川町

ほか７市

相模川流域下水道

左岸処理場

・連絡幹線の整備による処理場の

ネットワーク化

平塚市

ほか４市町

相模川流域下水道

右岸処理場

・連絡幹線の整備による処理場の

ネットワーク化

相 模 川 流 域 下 水 道 の 変 更
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凡 例

変 更 後

変 更 前

下 水 管 渠 （ 幹 線 管 渠 ）

行 政 界

【都市計画変更について】
【変更内容】

事業実施に向けて詳細な検討を行った結果、

起終点の位置及び幹線ルートを変更するもの

寒川平塚幹線 延長：約1.5km 管径(内径)：2,000mm

相
模
川
左
岸
幹
線

相模川右岸処理場

寒川町

起点

平塚市

横断面図（Ａ－Ａ´ ）

道路

約
15
ｍ

右岸処理場

寒川平塚幹線
Φ2,000mm

横断面図（Ｂ－Ｂ´ ）

約
14
ｍ

水路

道路

寒川平塚幹線
Φ2,000mm

相模川左岸幹線
Φ3,800mm

終点

藤沢寒川幹線

・この図面は、平塚市及び寒川町の承認を得て、同市町所管の都市計画基本図・公共測量成果を複製・使用して調製したものです。
・この図面は、平塚市との協議を経て、同市都市計画決定データを使用して作成したものです。

相 模 川 流 域 下 水 道 の 変 更



10

凡 例

変 更 後

変 更 前

雨水沈殿池を避けるルートで計画

【変更箇所（起点側）】

・相模川右岸処理場における施設配置の見直しによる起点位置の変更

寒川平塚幹線

施設配置の見直し（雨水沈殿池の廃止）により、
最短ルートでの接続に変更

変更前 変更後

寒川平塚幹線

・この図面は、平塚市長の承認を得て平塚都市計画基本図を使用して調製したものです。
・この図面は、平塚市との協議を経て、平塚都市計画決定データを使用して作成したものです。

相 模 川 流 域 下 水 道 の 変 更
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変更後

変更前

寒川平塚幹線

【変更箇所（終点側）】

・既設管路への接続部における施工時の安全性を確保するため、接続位置を変更

凡 例

変 更 後

変 更 前

＜ 相模川左岸幹線接続部 イメージ図 ＞

相模川左岸幹線
φ3,800mm

相模川左岸幹線
φ3,800mm

寒川平塚幹線
Φ2,000mm

寒川平塚幹線
Φ2,000mm

新設人孔

新設人孔

相模川左岸幹線
既存人孔内部

変更後

変更前

既存人孔

作業スペースの確保

水位上昇時に
垂直避難が可能

既存人孔

・この地図は、寒川町長の承認を得て同町所管の公共測量成果を複製して作成したものです。

相 模 川 流 域 下 水 道 の 変 更
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【まとめ】

項 目 決 定 内 容

内 訳 寒川平塚幹線

位 置
起点 平塚市四之宮四丁目

終点 高座郡寒川町田端 高座郡寒川町一之宮七丁目

「区域は計画図表示のとおり」

３．下水管渠

相 模 川 流 域 下 水 道 の 変 更
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都市計画案の縦覧 ・ 意見書の受付
令和６年９月３日～９月17日

意見書の提出なし

都市計画素案の閲覧 ・ 公述の受付
令和６年４月５日～４月26日

公述の申し出なし

■ 縦覧等の手続き

相 模 川 流 域 下 水 道 の 変 更


